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′′　緋否甜クを厨る　イイ
第15回総会開催
経友会総会は本年も有恒会総会の日に合わせて6月18日開催しました。この総会では2年ごとに行われる役員の改選が

行われました。これに先立つ5月の常任幹事会で2期4年会長を務められた高田雄司会長から役員の若返りを図るため、
自身も会長職を辞任したいとの意向表明と次期会長に山幡一雄副会長を推す提案がなされました。常任幹事会では
これを受けて会長交替を含む役員改選案を取りまとめてこの総会に提案し、原案のとおり承認されました。

山幡一雄　新会長（S38年卒）

6月の総会において第4代程友会長を引き受けることとなりました。

平成9年に会の発足以来、数々の記念講座やシンポジウムを成功

させOBによる軽友会講座も今年で7回臼を迎えます。大学の支援
に貢献できますのも皆さんのご協力の賜物と深く感謝しています。

今、大学は・俄烈な大学間競争にあり平成18年に行政独立法人と

なった本学は国立大学のコピーとならないとの建学の精神に立ち
返り、手厚い同窓会OBが結集して強い大学になるよう呼びかけて

参ります。

そのことが現役の学生さんに物心両面での支援となり、また、
卒業されても同窓生として後輩にエールを送る良き循環となるものと

確信しています。

大学、学生及び父兄、同窓生が三位一体となって良き大学コミュ
ニティを作り上げてゆくことが大学間競争に勝ち抜く王道かと

存じます。

大学当局におかれても三位一体の循環システムの構築を身体の
血液循環システムと同じ感覚で捉えてサポートして戴きますよう

よろしくお願いします。

そのため私は本学として「ひとつの同窓会」づくりを目指したいと

存じますので各位のご支援ご協力を心よりお願い申し上げます。

新役員一覧〔任期

職　 名 氏　 名 卒業年 前　 職

会　 長 山幡　 一雄 S 3 8 副 会 長
副会長 福島　 由尭 S 4 2 再　　 任
副会長 渡連　 尚年 S 4 2 監　　 事

副会長 有田　 正文 S 5 0 常任幹事

顧　 問 建部　 好治 S 2 8 再　　 任

顧　 問 久我　 一郎 S 2 8 再　　 任

顧　 問 木村　　 進 S 3 0 再　　 任

顧　 問 龍口　 篤夫 S 3 0 再　　 任
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高田雄司　前会長（社院H9年修了）

平成19年度の総会において木村前会長の後を継いで2期4年間

会長を務めさせていただきました。私は経友会がこれまで展開して

きた学部支援事業の良いものは進展させ、また時機に即して必要な
事業を考えていくということを基本として会の運営に当たってき

ました。

特に感慨深いことは21年度に迎えました経済学部創立60周年
記念事業として現下のグローバルな産業経済問題とわが国のあり方

を討議するシンポジウムを成功裡に開催できたことです。会員諸氏

から多大の募金をいただき、竹中名誉教授をはじめ、本学経済学部
卒業の著名な経済人や学部の先生方のご参画を得て大きな成果を

挙げることができました。また記念事業の一環として検討いただいた

「キャリア形成ゼミ」も開設され学部支援事業として定着しました。

こうした成果はひとえに多くの方々のご協力のお蔭と感謝する
次第です。この機会に改めて会員はじめ役員の皆様、また学部

先生方に対し在任中寄せられました力強いご支援につきまして
心からお礼申し上げます。終わりに本学のさらなる発展のために

今後とも皆様とともに経友会の活動を通じていささかなりとも

貢献したいと思っておりますことを申し添え退任のご挨拶といた
します。

平成23年度～24年度）

職　 名 氏　 名 － 卒業年 前　 ‥職

顧　 問 今川　　 明 S 3 2 再　　 任
顧　 問 久保　　 勇 S 3 2 再　　 任

顧　 問 木村　 甲辰 S 3 3 再　　 任

顧　 問 菅原　 正博 S 3 4 再　　 任

顧　 問 高田　 雄司 H 9 社院 会　　 長

顧　 問 南部　 昌弘 S 3 7 副 会 長

監　 事 溝川　 茂久 S 4 4 常任幹事

事務局長 出展　 康雄 S 4 2 再　　 任

（注）常任幹事につきましては、辞任の意向がありました人以外は再任とし、欠員の生じている年次の委員補充に

ついては会長に一任する扱いとしました。
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平成23年度 キャリア形成ゼミを終えて　 i

経済学部や大学院研究科卒業生を講師とする「キャリア形成ゼミ」は2年目を迎えて経済学部の斬新

で実践的なゼミとして定着し、講師・先生方の真筆な努力のお蔭で学内に新しい風を吹き込んでいます。

本号では今年度の講師として学生たちを指導された各氏の感想を寄せていただきました。

○演習の主題：「銀行は地域企業といかに向き合うべきか。」

心●普・」．i棚、十等素藩

講師　青野　栄一氏
（平成4年　経済学部卒）

池田泉州銀行　先進テクノ推進部次長

しダ醐

融資業務や預金業務といった資金仲介機能や為替業務等の決済

横能など銀行の基本的な役割を説明するとともに、企業が抱える

経営課題に対してビジネスマッチングや産学官のネットワークを

活用した技術課題への対応など、銀行が多元的な機能提供により

企業のサポートを行っていることについても説明しました。

ゼミ生への研究課題として、企業の経営課題の抽出とその解決

方法を具体的な事例も交えて自分たちで考え発表してもらいました。

その中で、調査した事柄をどう解釈し、どう筋道を立てプレゼン

テーションするかということについても解説させていただきました。

ゼミ生が熱心に課題に取組んでくれたおかげで、事例発表を

通じ一つの課題に対しても様々な解決策があることや、視点を

変えれば違った解決策が見えてくることを全員で体感できたことが

非常に良かったと思います。今後も学生の方々には多元的な

アプローチ・思考力に磨きをかけていって欲しいと思います。

○演習の主題：「大都市ターミナルを中核とした新しい事業展開」

講師　長畠　　諸氏
（昭和57年　経済学部卒）

南海電鉄（株）難波・ SC営業本部
PM事業部　部長

今春、梅田、阿倍野、難波で大型商業施設が相次いで新規あるいは

リニューアルオープンしました。そこで、ゼミ開講にあたり、

学生の皆さんには『大都市ターミナルを中核とした新しい事業

展開』をテーマに、梅田、阿倍野、難波の各エリアについて、

日頃の「利用者の立場」を超えて、「街の魅力やにぎわいを創造

する立場」でもって、利用者ニーズや社会環境の変化、競合環境、

エリアの現状等を分析し、誰かのアイデアの引用ではなく、自分

らしいアイデアの導出、提案を求めました。また、自らの考えを

関係メンバーへ伝達することの重要性理解のため「プレゼンテー

ションスキル向上」を強調しました。

皆さんから各エリアの評価、新たなアイデアを知ることができ、

私にとっても、とても有意義な機会となりました。そして、実際の

ところ、私は「プレゼンテーションの出来ばえ」ではなく、「中身

そのもの」に注目していて、その期待に学生の皆さんが十分応えて

くれたことを付言したいと考えます。
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○演習の主題：「あなたは、その国に売り込むにはどうしますか。」

講師　藤井　吉郎氏
（昭和34年商学部卒

平成7年大学院経営学研究科博士課程学位取得）

元㈱住友商事

1964年、オランダで事務所を創設したが、最初の取引ができ

ないで思案しているとき教わったことは、『まず自分の国を売り

込むこと、即ち自国の文化・特性をPRL優れた異文化として

理解を勝ちとること』であった。

ゼミ生には、この事実だけを述べ自由に理解し、感じ取って

もらうことにした。次の時限では、ゼミ生は3組のチームに分かれ

各々が思い思いの分野の事業を取り上げ、それらが特定の国家で

取り上げられていない事由の根底に異文化理解が不十分である

ことを突き止め、市場開拓を試みていた。発想は核心をついた

ものと言える。

発表を通じて特に感じたことは、これらの共同作業・発表が

全員参加のチームワークのもと、与えられた時間内で数秒のロス

もなく、担当分野ごとにスムーズな引継ぎをおこない、又チーム

内での女性陣の際立った活躍ぶりが見られた。

○演習の主題：「わが国の流通業界の再生の鍵を探る。」

講師　島村　幸光氏
（平成10年社院経済学研究科修了）

YSソリューション代表
元㈱近鉄百貨店

私の担当致しました主題「小売業の革新」について、最新の

企業情報（平成23年3月期決算）までを取り込み、各業態の上位

企業3，4社の分析から、各企業の再生をかけた草新動向を、

ゼミ生の皆さんにお伝えしたいという思いで取組みました。

ゼミ生皆さんの将来志望では金融機関、商社関係が多く、私の

主題に関して、どのような動機（事前のシラバス）で受講されたか、

若干不安を感じました。しかし、ゼミ形式であることからゼミ生

個々の表情も見ながら授業も進めることができ、経友会講座の時

よりも受講生の反応を実感することができました。

最後のゼミの研究課題を皆さんに実際に自分の目で確かめて

頂くため、大阪梅田地区の最新店舗を対象にしました。後で皆

さんに時間的な負担をかけて申し訳ないと思いましたが、最終日の

皆さんからグループ単位で絞ったテーマ：今話題の「デパ地下・

食品の魅力度比較」、「百貨店の最新ファッション比較」、「百貨店の

大都市における社会的機能評価」について、一人ずつ発表すると

同時にグループ単位の纏めもしていただきました。各自が責任を

もって熱心に課題に取り組み、見事に検証した成果を生み出した

ゼミ生の結束力も大いに評価したいと思います。
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1第15回総会平成2竿度決算並びに23年度予算を承認l
この総会では平成22年度の事業並びに同会計決算が報告され原案通り承認。また平成23年度の事業計画、

同会計予算も原案通り承認されました。

○平成22年度の主な事業
平成22年

5月22日　第28回常任幹事会開催。前年度事業報告、同決算を承認。平成22年度事業計画、同予算案を承認。
第14回総会開催について協議。

6月19日　第14回経友会総会開催。会場：学術情報総合センター文化交流室。

10月7日　第6期経友会講座開講（平成23年1月まで全13回の講座）。

20日　経友会ニュース第19号発行。昭和別年代卒業の未入会者に経友会入会を呼びかけ。

11月3日　ホームカミングデイに参加。学術情報総合センター1階ロビーに学部創立00周年のパネル写真展を再展示。
全学合同懇親会に経済学部テーブルを設置。

平成23年

3月25日　平成22年度経済学部卒業式で高田会長が祝辞。同記念パーティに南部副会長が出席、祝い金を贈呈。
経友会ニュース第20号発行。

5月20日　平成22年度軽友会一般会計・経友会講座特別会計の決算監査を受ける。

平成22年度　経友会会計決算報告

（1）平成22年度　経友会一般会計決算書

収入の部

（平成22年6月1日～平成23年5月31日）

（円）

科　　　　　　 目 H 2 2 年 度 予 算 額 決　 算　 額 差　　　 額 前 年 度 決 算 額

前　 期　　 繰　 越　　 金 5 ．6 5 9 ．8 9 4 5 ，6 5 9 ．8 9 4 0 6 ．0 8 1 ，3 9 6

会　　　 費　　 収　　 入 1 ，3 0 0 ．（X 沿 1 ，1 3 0 ．0 （氾 △ 1 7 0 ，0 （氾 9 5 0 ．9 3 0

雑　 収　 入 （寄　 付　 等 ） 1 0 ，∝ 旧 1 2 0 ，∝ 旧 1 1 0 ．α 氾 1 3 0 ，∝ 氾

前 年　 度 執 行 返 戻　 金 0 0 0 3 （札 （X 氾

記 念 事 業 会 計 繰 入 金 8 6 4 ．1 4 3 8 6 4 ．1 4 4 1 0

受　 取　 利　 息　 等 1 ，∝ 氾 1 1 ，餌 ）3 1 0 ，9 0 3 2 0 ．9 8 1

当 年 度 分　 収 入 合 計 2 ．1 7 5 ．1 4 3 2 ，1 2 6 ．0 4 7 △ 4 9 ．0 9 6 1 ，4 0 1 ．9 1 1

収　 入　 の　 部　　 合　 計 7 ，8 3 5 ，0 3 7 7 ，7 8 5 ．9 4 1 △ 4 9 ，0 9 6 7 ，4 8 3 ．3 0 7

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
科　　 ・一㌔∴・ 目 ・H 22年度予算鋳　 三≡かこ－．；決　 算　 嶺 養　　　 頼 前年度決算額

通　　　　 信　　　　 費 608 ，000 568 ，612 39 ．388 46 1．403

印　　　　 刷　　　　 費 385 ，000 330 ．340 54 ．660 499 ，730

消　　 耗　　 品　　 費 28 ．∝旧 24 ．556 3 ．444 13 ．423

人　　　　 件　　　　 費 270 ．㈱ 240 ．0（氾 30 ．000 270 ，∝旧

会　　　　 議　　　　 費 20 ，（伽 7，026 12 ．974 13 ．280

協　 賛　 ・　 助　 成　 費 270 ，（伽 50 ．佃 ） 220 ．（XX） 50 ．0（氾

講　 師　 等　 謝　 礼　 金 0 0 0 0

企　 画　 委　 託　 費 120 ，（X氾 35 ，285 84 ，715 0

懇　　 親　　 会　　 費 20 ，∝旧 11．0（氾 9 ，0∝） 0

雑　　　　　　　　　　 費 10 ，（氾0 3 ，3 18 6 ．682 3 ．150

予　　　　 備　　　　 費 10 ，0∝） 0 10 ，（X氾 0

小　　　　　　　　　　 計 1．741，0（旧 1，270 ．137 470 ．863 1．310 ，986

潅 友 会 講 座 会 計 操 出 金 663 ，（X氾 499 ，060 163 ，940 5 12 ，427

支　 出　 の　 部　　 小　 計 2，404 ，0∝） 1，769 ，197 634 ．803 1，823 ，413

単　 年　 度　 収　 支　 差　 額 △228 ．857 356 ．850 587 ，707 △421 ，502

次　 期　 繰　 越　 金 5．431 ，037 6 ，0 16 ．744 637 ，707 5 ．659 ，894

支　 出　 の　 部　　 合　 計 7．835 ，037 7 ．785 ．941 49 ．096 7 ．483 ，307

☆次期繰越金内訳

定期貯金（郵便局）5，000，000円　　普通郵便貯金814，338円

活動資金残額202，406円（郵便貯金187，235円、銀行預金1，509円、手持ち現金13，662円）
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（2）平成22年度　経友会講座特別会計支出決算書
（円）

科 ．．恩 て‾（予 算 額 ） 　 支　 出　 額 内　　　　　　　　　　　　　　　 鯛

通　　 信　　 費　1 0 ，0 （氾

0

消　 耗　 品　 費　1 2 ，0 （氾

5 ．7 （泊 経 友 会 講 座 ビ デ オ テ ー プ 代 、 担 当 委 員 名 刺 作 成 代

交 通 費 ・ 出 張 費　1 8 9 ，0 （氾

1 1 9 ，3 6 0 講 師 、 講 座 担 当 委 員 旅 費 ・ 宿 泊 費 、 交 通 費

講 師 等 謝 礼 費　2 6 0 ．∝ 旧

2 6 0 ，（X 氾 講 師 謝 礼 ＠ 2 0 ，〔畑 ）円 × 1 3 人

講 師 等 食 事 費　1 8 2 ．（煩 ）

1 1 4 ．㈱ 講 師 と 担 当 教 授 ・担 当 委 月 夕 食 代
雑　　　　 費　1 0 ，（X 氾

0
合　 計　 6 0 5 ，0 00 4 9 9 ，0 6 0 予 算 額　 6 6 3 ，0 （氾 円 － 4 9 9 ．0 6 0 円 ＝ 1 6 3 ．鋸 0 円 は 一 般 会 計 へ 戻 入 れ

平成23年度　経友会会計予算

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
科　　　　　　 目 H 2 3 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 ．一・二．増　 減　 煉 、1 前 年 度 決 算 額

前　 期　 繰　 越　　 金 6 ，0 16 ，744 5 ，6 59 ．8 94 3 5 6 ．85 0 5 ，6 59 ，89 4

会　　 費　　 収　　 入 1 ，28 0 ，0 0 0 1 ，30 0 ．0 00 －20 ，（氾0 1 ．130 ．0 0 0

雑　 収　 入 （寄　 付　 等 ） 餌），（X粕 10 ．（X 氾 80 ，（X 氾 120 ．0 00

受　 取　 利　　 息　 等 1 ，∝氾 1 ．0 α） 0 11 ．90 3

記 念 事 業 会 計 繰 入 金 0 8 64 ．143 －8 64 ．14 3 8 64 ．1胡＝

当　 年　 度　　 収　 入　 計 1 ，37 1 ，0 00 2 ，1 75 ．14 3 －8 04 ．14 3 2 ，126 ．0 4 7

収　 入　 の　 部　　 合　 計 7 ．38 7 ，744 7 ，8 35 ．0 3 7 －4 4 7 ．29 3 7 ．7 85 ．94 1

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

科　　　　　　 目 H 23年度予算頬 前年度予 算額 増　 減　 額 前年 度決算額

通　　　　 信　　　　 費 550 ，000 608 ．000 －58 ，00 0 568 ．6 12

印　　　　 刷　　　　　 費 365 ，000 385 ．000 －20 ，000 330 ．340

消　　 耗　　　 品　　　 費 24 ．（X氾 28 ，（X氾 －4 ，（X氾 24 ．556

広　　 報　 企　　 画　　 費 15 ．（X旧 120 ，00 0 －105 ．0α） 35 ．285

人　　　　 件　　　　 費 270 ，（X氾 270 ．（旧0 0 240 ．000

会　　　　 議　　　　 費 13 ．（X氾 20 ，∝旧 －7 ．∝旧 7 ．026

協　 賛 ・　 助　 成　 費 280 ．∝旧 270 ．∝旧 10 ，∝旧 50 ．000

講　 師　 等　 謝　 礼　 金 0 0 0 0

懇　　 親　　 会　　 費 20 ．0α） 20 ，∝旧 0 11，0（氾

雑　　　　　　　　　　 費 10 ．0α） 10 ．（X旧 0 3 ．3 18

予　　　　 備　　　　 費 10 ，C願） 10 ，（X氾 0 0

支　 出　 の　 部　　 小　 計 1 ．557 ，000 1，741 ．∝氾 －184 ，（氾0 1 ．270 ．137

経 友 会 講 座 会 計 操 出 金 54 1．000 663 ．∝旧 －122 ．∝旧 499 ，060

支　 出　 の　 部　　 小　 計 2 ．098 ，（X氾 2 ．404 ．∝氾 －306 ，（X 氾 1 ．769 ．197

単　 年　 度　 収　 支　 差　 額 －727 ．∝旧 －228 ，857 －498 ，143 356 ．850

次　 期　 繰　 越　　 金 5 ，289 ．744 5 ．431 ．037 －141 ．293 6 ，016 ，744

支　 出　 の　 部　　 合　 計 7 ．387 ，744 7 ．835 ．037 －447 ．293 7 ．785 ，941

（注）経友会講座会計の支出内容は前年度とほぼ同じにつき、同会計の予算明細は省略。
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厚労省は文科省と共同して大学卒業者の就職状況を調査し、本年4月1日現在の状況をとりまとめ、5月24日公表した・。

それによると就職率は91．1％と推定され「過去最悪の就職状況を回避」されたとしている。（調査対象校は刺ヒ地方を除く、〕

国立大学21校、公立大学3校、私立大学駕校、短大20校、高等専門学校10校、専修学校20校。調査対象者は全体で6，250人、
うち国・公・私立大学62校の卒業生は5，690人。）

2月1日時点の調査値77．4％から一挙に13．7ポイント好転したことを伝えている。この抽出調査から全国大学卒業予定の

就職希望者37万人のうち、33万7千人が就職（内定を含む）したものと推計している。

就職戦線で今春の好転のニュースは暗い話題が続く中でうれしいことではあるが、わが国の高齢化・人口減少による国内

市場の縮小化、産業経済のグローバル化、世界的な金融不安と円高の高止まり、新たな市場開発競争などから日本の産業の
空洞化が加速度的に進行している状況では、今後の新卒者の国内企業就職の枠はだんだんと狭まっていく虞れ大である。

こうした閉塞感を打開できるものは何か。日本の政治に何を期待できるのだろうか。心もとない話です。

経済学部卒業生の就職状況　　　　　　（）内は女子。内数　　人9も
卒業 年 卒業 者数 企 業 ・事 業所 公務 員 その他 合　 計 就職 率

平 成2 1 2 05 （4 9） 115 （2 8） 9 （2 ） 1 12 4 （3 0） 60 ．5

2 2 189 （5 3） 104 （26） 2 1 （6 ） 0 12 5 （3 2） 66 ．1

2 3 2 0 7 （5 5） 145 （32） 2 5 （13） 0 17 0 （4 5） 8 2 ．1

平成23年春　大阪市立大学経済学部卒業生の就職状況　　　　平成23年3月末現在
産業分類 就　 職　 先 員数 産業分類 就　 職　 先 員数 産業分類 就　 職　 先 員数

建　　　　 設 大林 道路㈱ 1

運　　　　 輸

四国旅 客鉄道㈱

南海電 気鉄道㈱

1

2 保　　　　 険

三井住友海 上火災保＝険（榊

明治 安田生 命相 互（柏

1

1

食 品 ・飲 料

味 の素冷凍 食品（槻 1

月桂 冠（槻

昭和産業（柵

1

1

西 日本 旅客鉄道（柵

三井倉 庫㈱

2

2

全国健康保険協 会 2

金　 融

（そ の 他）

三 井住友 カー ド㈱ 1

日本製粉（槻 1 三菱倉 庫㈱ 1 全国信用協同組 合連 合会

大阪府信用農業協同組合連合会

高知県信用農業組合連合会

1

1

1
印　 刷　 関　 連 サ カタイン クス（株） 1 稲畑 産業（柵

（槻内田洋行

1

1

化　　　　 学

旭化成（柵 1

㈱ アシ ックス

大塚製薬㈱

関西ペ イ ン ト㈱

塩野義製 薬㈱

1

1

1

1

エ レコム（株）

㈱ カナデ ン

㈱ 山星屋

第一実業㈱

1

1

1

1

JA 兵庫六 甲 1

不　 動　 産 住友不動 産販売㈱ 1

物 品 賃 貸 業 大和 リース 1

サ　 ー　 ビ　 ス

障害者の自立支援サポートN ET．W 1

住友 ゴム工業㈱ 1 大 日本商事（槻 1 ㈱ 王将 フー ドサー ビス 1

住友化学（粕 1 卸　　　　 冗 蝶 理臓） 2 （株）グ ッ ドニュー ス 1

住 友：楕 化（槻 1 （榊ハ ピネ ッ ト 1 尼崎商 工会議所 1

積水化学 工業㈱ 1 フ ルサ ト工業㈱ 1 ㈱ ア ップ 1

日本歯科薬品㈱ 1 輔本宮商 会 1 ソラ ン（問 1

ロー ト製薬㈱ 1 ㈱ マースエンジニアリング

（粕山善

1

2

（株）ダイナム

（株旧 本 レジス トリサービス

1

1

鉄　 鋼 ・金　 嘱

高 周波熱錬㈱ 1

合 同製鍬株）

虹技（槻

1

1

三菱商事㈱ 1 B a r F R U IT S

㈱ はれ コーポ レー ション

1

1

小　　　　 売

大阪 スバ ル（槻 1

三菱 マテ リアル（粕 1 コーナン商事（柵 1 ㈱シンプレクス・テクノロジー 1

㈱ ミヤケ 1 （株）ニ トリホールデ ィングス

㈱ ヤマ ダ電機

1

1

JA 奈良

卿 T B 大阪

㈱ サ イゼ リヤ

1

1

1汎 用　 横 根

（開荏原製作所

オ リンパ ス（槻

1

1

銀　　　　 行

（拘池 田銀 行 1

光 洋機械産業（輔 1 （粕池 田泉 州銀行

（掬関西 アーバ ン銀 行

（槻紀 陽銀行

（輔京都 銀行

2

1

2

3

㈱ アルプ ス技研 1

電 子　 部　 品 ホシデ ン㈱ 1 教　　　　 育 学校 法 人相川学 園 1

電 気　 横 根

ダイヤモ ン ド電機㈱

多田電機（粕

1

1

企 業 等　 計 145

国 家 公 務 員

大阪税関 1

（槻ニプロン 1 京都 信用金庫

住 友信託銀行（槻

1

2

四国運輸 局

法務省

1

1
輸 送 用 横 根

トヨタ自動 車（輔 1

池田興業㈱ 1 京 都中央信用 金庫

㈱ 近畿大阪銀行

（槻滋賀銀行

1

1

1

労働基準 監督官 1

製　　　　 造

タイガースポ リマ ー㈱

T O T O （槻

1

1

国　 公　 計 4

地 方 公 務 員

大阪市 2

日本 クラウ ンコルク（問 1 ㈱ 十六銀行 1 京都府 1
（そ　 の　 他）

住友精密工 業㈱ 1 ㈱ 南都銀行 2 京都市 3

日本 たばこ産業㈱ 1 姫 路信用金庫

㈱ 百五銀行

㈱ 百十四銀 行

1

1

1

堺市

奈良県

西宮市

1

1

2
医　　　　 療 一般社 団法人徳洲 会 1

電 気 ・ガ ス

大阪 ガス（槻 1

関西電 力（柏 1 氷見伏木信 用金庫 1 福 山市 1

四国電 力 1 （槻三菱東京 U F J銀行

㈱ み な と銀 行

1

1

和歌 山県

千 代田区

1

1

情 報　 通　 信

㈱ エジソン 1

K D D I㈱ 1 ㈱ ゆ うち ょ銀行 1 豊 中市 1

ユニバーサルコンピューター㈱ 1 ㈱ りそなホールデ ィングス 1 東大 阪市 1

㈱ ワークスアプリケーションズ 1 ㈱ りそな銀 行 4 広 島県

明 石市

1

1

運　　　　 輸

池 田興業㈱ 1

証　　　　 券

日興 コーデ イアル証 券㈱ 1

S G ホー ルデ ィングス（槻 1 （輔野村諾 券 3 神 戸市 2

近畿 日本鉄道（槻

㈱上 組

㈱ サカ イ引越 セ ンター

山陽電気鉄道㈱

2

1

1

1

三菱U FJモルガンスタンレー証券㈱ 1 和 泉市

香 川県

1

1

保　　　　 険

あい おい損 害保険（問

東京海上 日動火災保険（糊

日本 生命保険 （相）

1

2

1

地　 公　 計 2 1

ノゝ　　　　 計 170
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ーシリ「ズ　紳介－
現在の大阪市立大学経済学部に学ぶ学生数は、1，074名（1部932名、2部142名。9月1日現在）。
また大学院経済学研究科在籍の学生は46名（修士課程30名、博士課程16名）。これらの学生たちに29名の
専任教員と7名の特任教員が指導に当たっておられます。因みに平成16年度には専任教員だけでも37名の
先生が在籍しておられました。
このページでは、先生方から自己紹介を兼ねた形でご自身の研究テーマや講座などについて1ページ程度
のご寄稿をいただき順次掲載してまいります。このシリーズを通じて卒業生諸氏には経済学部教員の陣容を
紹介し、学生たちが学んでいる現代の経済学を知っていただく繚（よすが）としたいと思っています。
第1回目は経済学部広報担当の中嶋　哲也先生にお願いしました。

・令・◆・◆・ぜ■‥¢‥－¢・一・一くト・1ト・1ト・◆・1ト・■ト・1ト・1ト・■ト・1ト・◆・1ト・1ト・■ト・■ト・1ト‥〇・・1ト・1ト‥○‥■ト・－イト・一〇・・1ト・◆・1ト・1ト・■ト1■〇・・■ト・■ト・1ト・1ト・■ト

経済学部の授業では「マクロ経済学2」と「経済原論ⅡA」を担当している

中嶋哲也です。私の研究と担当講義について説明したいと思います。

大阪市立大での院生時代に指導していただいた瀬同書彦先生の影響の下で、

総需要の制約がもたらす不況・失業理論の研究が私の出発点でした。日本も

含めた先進諸国の市場経済は、一方で完全雇用が実現するほど十分な総需要は

生まれませんが、他方で小さなショックで総需要が累積的に縮小し経済崩壊に

向かう、といったほど脆弱でもありません。それは一体どういう仕組みにもと

づくのか、というのが問題意識でした。これは今も私の重要な研究課題です。

現実の総需要を構成する安国のうち消費と投資を比べると、一般に消費の方が変動が穏やかです。そこで院生

時代には、連立差分方程式モデルをつくり、消費の一部が相対的に安定していれば、投資に変動拡大機能が備わって
いたとしても、最終的に総需要は安定しうることを確かめる研究をしていました。これは有名なハロッド・ドーマー

の「ナイフエッジ定理」をより現実的なものに修正する研究、という位置づけになります。

その後、関心は広がり、過密・過疎問題、人口高齢化と成長、人的資本と格差拡大、等々をモデルを使って分析
することに取り組みました。最近は、ふたたび需要制約問題に立ち返り、ミクロの家計行動を明示した簡単な

モデルを用いて、貨幣賃金低下、物価の低下、実質貨幣残高の増加、株価の低下、消費需要と雇用の減少、等々が
併存する仕組みを研究しています。

資本（生産設備）の規模変化が無視できる短い期間を短期とし、資本の増加過程を考慮できるほど長い期間を

扱う場合を、長期と呼ぶことにします。「マクロ2」は短期を、「経済原論ⅡA」は長期の経済を扱った講義です。

以下はマクロ2の内容です。
まず、短期の経済を素朴に考えれば次のようになるかもしれません：「短期において資本（生産設備）量が与え

られているとすれば、それに合わせて雇用労働者数と生産水準とは決まってしまうだろう。労働者一人が受け取る

賃金は労働力再生産費で決まるとすると、そのような賃金×雇用者数＝総賃金となり、総生産一総賃金＝総利潤

となる。したがって、資本の量さえ決まれば、総生産、雇用、分配はすべて簡単に説明できるのではないか。

短期の経済を理論的に考えれば、以上のようなものである。」
これに対して、講義では短期といえども話はそう簡単ではないことをケインズ経済学にもとづき説明しています。

まず、総生産水準を決めるのはその時点で存在する資本量ではなく総需要である、という話をします。なぜなら、

生産設備がフル稼働する状況はまれで、企業は通常は生産能力に余力を持たせており、そこで現実の生産水準を

決めるものは、財・サービスへの需要、すなわち総需要だからです。そして、稔需要を構成する消費と投資をと

りあげ、それぞれがどのような要因で決まるかを検討します。すると、稔生産が投資と消費（＝総需要）に
依存するだけではなく、逆に消費と投資はまた総生産・総所得に依存している、という側面が明らかになってきます。

そこで、最終的には相互依存関係の下で総需要・総生産水準の決定を扱うために、ISLM分析と呼ばれる財市場

と貨幣市場の同時均衡モデルを解説します。また、講義の後半では、総需要・総生産が低い水準に落ち込んで

しまう不況への対策として、財政政策と金融政策とがどのような効果をもつかを説明しています。

なお、マクロ2では賃金と利潤とを区別せず一括して所得として扱い、労働者と資本家の利害対立を正面に持ち
出すことはありません。もっとも、総需要を問題にするときには、階級関係や所得分配問題は無視してよい、

というのは言いすぎであると思います。分厚い中間層の存在する経済と、超高所得の人々と生活保護水準以下の

ワーキングプアとへ分裂した格差社会とでは、同じ総所得から生み出される消費需要が異なり、それに影響されて

総需要・総生産も変化する可能性があるからです。残念ながら、それらの側面を整理整頓し、説得力ある形で

講義することは今後の課題として残っています。
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第7期　経友会講座10月開講
毎年、田中記念館大会議場を満杯にする人気講座が今年も10月開講の運びとなりました。経友会同窓生

の皆様にはこの機会に一度講座を聴講に母校をご訪問ください。入り口前受付で経友会会員とお申し出

いただきましたら自由に入館していただきます。

産業経済論特講2
担当経済学部　福原宏幸教授

実施期間　　　平成23年10月6日休卜平成24年1月19日㈱

講義時間　　　午後4時20分～午後5時50分

会　　場　　　田中記念虎大会議場（履修状況によっては教室変更あり）

【講義内幸】

経済学部および経済学研究科の同窓会組織である経友会による公開企画講座も、今年で7回目。本年度は経済学部と商学部
の卒業生を講師にお招きして、産業界の実体験を語っていただきます。製造業はもとより、総合商社、百貨店、金融、鉄道、

新聞、観光、さらには労働組合など多様な分野から講義をしていただきます。

（敬称略）

日　 程 内　 容 （テ ー マ ） 担　　 当　　 者

10 月 6 日 水 辺 景 観 の 整 備 と 都 市 観 光
米 浪 信 男 （経 院 博 士 課 程 S 5 0 ）
神 戸 国 際 大 学 経 済 学 部 教 授

13 日
私 の キ ャ リ ア 形 成 と 生 涯 現 役 へ の 思 い

一 総 合 商 社 時 代 と転 職 ・起 業 体 験 か ら 一

佐 武 博 司 （経 S 3 2 ）
㈱ サ ブ ス リ ー ・コ ン サ ル テ ィ ン グ 代 表 取 締 役

元 ニ チ メ ン （現 双 員 ）

20 日 日 本 銀 行 の 広 報 に つ い て
大 野 卓 哉 （経 S 5 7 ）

日本 銀 行 大 阪 支 店 企 画 補 佐 役

27 日 平 城 遷 都 13 （旧年 記 念 事 業 へ の 取 り組 み と そ の 成 果
一 柳 茂 （商 S 49 ）
社 会 福 祉 法 人 奈 良 県 社 会 福 祉 協 議 会 常 務 理 事
元 平 城 遷 都 13 0 0 年 記 念 事 業 協 会 事 務 局 次 長

11 月 10 日 自 動 車 部 品 業 界 の 動 向
酒 井 祥 夫 （経 S 48 ）

ダ イ ベ ア㈱ 取 締 役 社 長

17 日 南 海 電 鉄 グ ル ー プ の な ん ば の ま ち づ く り に つ い て
長 島 譲 （経 S 5 7）
南 海 電 気 鉄 道 ㈱ 不 動 産 営 業 本 部 企 画 部 長

24 日 労 働 組 合 の 経 済 学
山 下 恒 生 （経 院 H 14 ）

大 阪 教 育 合 同 労 働 組 合 副 執 行 委 員 長

12 月 1 日 日 立 造 船 の 13 0 年 の 歩 み と 目指 す べ き 姿
畦 地 俊 司 （経 H lO ）

日立 造 船 ㈱ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 本 部 業 務 部

8 日 新 聞 は 「紙 」 で 読 む もの か ？
田 谷 信 友 （経 S 4 9 ）

㈱ 産 経 新 聞 印 刷 常 務 取 締 役 大 阪 代 表

15 日 百 貨 店 業 界 の 変 遷 と 課 題
白 井 豊 一 （経 S 48 ）

元 阪 神 運 送 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長
元 ㈱ 阪 神 百 貨 店 美 容 健 康 子 供 用 品 部 部 長

2 2 日 薬 価 と は （国 と 医 薬 品 業 界 の か か わ り ）
大 隅 浮 （商 S 62 ）
小 野 薬 品 工 業 ㈱ 渉 外 部 医 療 情 報 室 室 長

1 月 12 日
人 生 い ろ い ろ 、 仕 事 も い ろ い ろ
（ち ょ っ と 変 わ っ た 私 の サ ラ リ ー マ ン 人 生 ）

松 浦 康 裕 （経 S 5 0 ）

財 団 法 人 産 業 雇 用 安 定 セ ン タ ー 大 阪 事 務 所 参 与
大 阪 ガ ス㈱ よ り出 向

19 日 化 学 工 業 の 歴 史 と ダ イ セ ル の か か わ り
桝 田 宏 安 （経 S 5 5 ）

㈱ ダ イ セ ル 姫 路 製 造 所 給 務 部 長

第10回　ホームカミンヴラー
11月3日　ぜひお越しを！

会場：学術情報総合センター10階　大会議室

午後1時　　　オープニング

ケ1時30分　講演「疲労の科学と疲労克服」

講師：この分野では世界的権威のドクター

である大阪市立大学大学院医学
研究科特任教授渡辺　恭良氏です。

同窓会連絡会ホームカミングデー実行重点会主催

午後4時30分　学長を囲む合同懇親会

教着キャンパス　食堂

（経済学部用テーブルを設置します。）

＊会費￥2．000　（当日支払い）
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